
１０月３０日（木）に総合的

件数や負傷者数、通行状況別事故件数、原因別事故内容など

いることを認識しました。特に、通行別事故件数に関しては、全体事故件数の５０％が高校生の交通手段である自

転車で発生しているという報告があり、交通のマナーやルールの遵守の重要性を改めて感じました。

後半にはパソコン動画による危険予測訓練として、歩行者、自転車、自動車の立場から潜んでいる危険を見抜く

疑似体験をしました。立場が変わると潜んでいる危険も異なり、思ってもいない状況になることを体験しました。

五木分校では３年以上無事故を継続できているため、この教室を活かして今後も継続していきたいと思います。

平成２６年度熊本県高等学校

新人バドミントン

１１月８日（土）・９日（日

れました。８日（土）はダブルス戦に岩本

土屋くん（１年：五木中）ペアが

白熱した試合を繰り広げ、コートチェンジまでは

どめる頑張りを見せましたが、１３：２１

９日（日）のシングルス戦は

勝ち上がり、３回戦まで進出しました。ま

た足立さん（１年：水上中）も強豪学園大

付属の２年生相手に粘る試合を展開しまし

た。

今年度最後の公式戦でしたが

することができ、生徒の来年度

がる試合になったと思います。これから

の総体に向けて、冬季練習に取り組んでいきます。

１０月２９日（水）に五木村第

木東小学校でありました。書道家の武田双雲氏の講演とワークショ

ップ（小・中学生対象）があり、本校の生徒・職員も見学させてい

ただきました。

１０月２３日（木）に総合的な学習の時間に

は晴天に恵まれ、駐車場で読図の基本を確認した後、地形図に記された地名の由来（※「池の鶴」･

鶴」などの「鶴」は谷水や川の合流点や湧水帯を示す。

間構造線（断層帯）が走る村内は石灰岩に覆われ、その露出地では「白岩戸」、「天狗岩」などの景勝地や鍾乳洞

が存在することなどを知りました。

結凝灰岩（通称「黒岩」）を確認したり、

少ない中での先人の生活に思いを馳せる良い機会となりました。
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総合的な学習の時間で「交通安全教室」を行

数、通行状況別事故件数、原因別事故内容など、具体的な数値

いることを認識しました。特に、通行別事故件数に関しては、全体事故件数の５０％が高校生の交通手段である自

転車で発生しているという報告があり、交通のマナーやルールの遵守の重要性を改めて感じました。

後半にはパソコン動画による危険予測訓練として、歩行者、自転車、自動車の立場から潜んでいる危険を見抜く

疑似体験をしました。立場が変わると潜んでいる危険も異なり、思ってもいない状況になることを体験しました。

五木分校では３年以上無事故を継続できているため、この教室を活かして今後も継続していきたいと思います。

年度熊本県高等学校

バドミントン競技大会報告

日）に八代市で県下高校新人戦が行わ

８日（土）はダブルス戦に岩本くん（２年：五木中）・

が出場し、第一高校と対戦しました。

コートチェンジまでは相手に２点差にと

ましたが、１３：２１という結果でした。

９日（日）のシングルス戦は岩本くんが

３回戦まで進出しました。ま

も強豪学園大

付属の２年生相手に粘る試合を展開しまし

したが、部内で１勝

来年度の活動につな

がる試合になったと思います。これから来年

練習に取り組んでいきます。

１０月２９日（水）に五木村第 1 回夢創造文化イベント事業が五

木東小学校でありました。書道家の武田双雲氏の講演とワークショ

ップ（小・中学生対象）があり、本校の生徒・職員も見学させてい

総合的な学習の時間において、「五木の地誌」をテーマに

、駐車場で読図の基本を確認した後、地形図に記された地名の由来（※「池の鶴」･

鶴」などの「鶴」は谷水や川の合流点や湧水帯を示す。鹿児島では「水流」と表記。）や「土会平」の由来

間構造線（断層帯）が走る村内は石灰岩に覆われ、その露出地では「白岩戸」、「天狗岩」などの景勝地や鍾乳洞

が存在することなどを知りました。 その後、移動した五木小川の河原では、阿蘇山の火砕流が流れ込んだ証拠の熔

結凝灰岩（通称「黒岩」）を確認したり、五木茶の現状やかつての焼畑（こば作）についての講話があり、平地が

少ない中での先人の生活に思いを馳せる良い機会となりました。
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学習の時間で「交通安全教室」を行いました。熊本県下の高校生の交通事故発生

具体的な数値を知ることで交通事故が身近に起きて

いることを認識しました。特に、通行別事故件数に関しては、全体事故件数の５０％が高校生の交通手段である自

転車で発生しているという報告があり、交通のマナーやルールの遵守の重要性を改めて感じました。

後半にはパソコン動画による危険予測訓練として、歩行者、自転車、自動車の立場から潜んでいる危険を見抜く

疑似体験をしました。立場が変わると潜んでいる危険も異なり、思ってもいない状況になることを体験しました。

五木分校では３年以上無事故を継続できているため、この教室を活かして今後も継続していきたいと思います。

１１月６日（木）に北分署から３名の方に来て頂き

難訓練を実施しました。五木中学校保健室から出火したことを想定しての避

難でしたが、高校生も中学生も落ち着いて

た。その後は、自転車小屋前の駐車場で

訓練を行いました。もしものときは、慌てず

来れば良いと思います。最後に、生徒会長の岩本侃祐くん（２年）

表お礼の言葉を述べ、終了しました。北分署の方々、ありがとうございまし

た。

「五木の地誌」をテーマに学習に取り組みました。

、駐車場で読図の基本を確認した後、地形図に記された地名の由来（※「池の鶴」･「小鶴」･「栗

鹿児島では「水流」と表記。）や「土会平」の由来

間構造線（断層帯）が走る村内は石灰岩に覆われ、その露出地では「白岩戸」、「天狗岩」などの景勝地や鍾乳洞

移動した五木小川の河原では、阿蘇山の火砕流が流れ込んだ証拠の熔

かつての焼畑（こば作）についての講話があり、平地が

１０月２７日（月）にくまもと森
都心プラザであった、平成２６年度
第２回生徒保健委員連絡協議会に椎
葉真里奈さん（１年）、椎葉彩友美さ
ん（２年）の２名が参加してきまし
た。この研修会には県下高校６６校
総勢２００名の保健委員が集まりま
した。講演ではＫＫＴアナウンサー
の村上美香さんの子宮頸がん体験の
話を聴きました。午後からの研修Ⅰ
は熊本商業高校の保健委員会活動報
告を聴き、研修Ⅱでは、ＤＶＤ作成
について学びました。他校の保健便
りの優秀作品をみて刺激になったよ
うで、講演内容をイラストで書いて
見せてくれました。講演後の感想で
は、自分の身体を大事にしようと思
うと話をしていました。他校の活動
を知ることが出来、来年度に向けて
の意欲が感じられました。

１２月行事予定
１日（月）期末考査（～３日）

３日（水）清掃ボランティア活動

４日（木）月例集会

５日（金）修学旅行事前指導

８日（月）あいさつ運動

（～１２日）

９日（火）県下一斉テスト

（～１０日）

１２日（金）長距離走大会

１５日（月）温習課外（～２５日）

１６日（火）修学旅行（～１９日）

２２日（月）２学期課外終了

２４日（水）長距離走大会予備日

終業式

バイク通学希望者面談

２５日（木）冬期課外（～２６日）

２６日（金）仕事納め

いました。熊本県下の高校生の交通事故発生

交通事故が身近に起きて

いることを認識しました。特に、通行別事故件数に関しては、全体事故件数の５０％が高校生の交通手段である自

後半にはパソコン動画による危険予測訓練として、歩行者、自転車、自動車の立場から潜んでいる危険を見抜く

疑似体験をしました。立場が変わると潜んでいる危険も異なり、思ってもいない状況になることを体験しました。

五木分校では３年以上無事故を継続できているため、この教室を活かして今後も継続していきたいと思います。

北分署から３名の方に来て頂き、中高合同の防消火避

難訓練を実施しました。五木中学校保健室から出火したことを想定しての避

難でしたが、高校生も中学生も落ち着いて、迅速に避難することが出来まし

た。その後は、自転車小屋前の駐車場で水消火器を使っての初期消火活動の

訓練を行いました。もしものときは、慌てず素早く初期消火を行うことが出

来れば良いと思います。最後に、生徒会長の岩本侃祐くん（２年）が生徒代

表お礼の言葉を述べ、終了しました。北分署の方々、ありがとうございまし
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取り組みました。この日

「小鶴」･「栗

鹿児島では「水流」と表記。）や「土会平」の由来、大阪

間構造線（断層帯）が走る村内は石灰岩に覆われ、その露出地では「白岩戸」、「天狗岩」などの景勝地や鍾乳洞

移動した五木小川の河原では、阿蘇山の火砕流が流れ込んだ証拠の熔

かつての焼畑（こば作）についての講話があり、平地が


